





A B C D E F G H I J
1 1 2 3 4 5 6 7 8 9
2 1 1x1 2x1 3x1 4x1 5x1 6x1 7x1 8x1 9x1
3 2 1x2 2x2 3x2 4x2 5x2 6x2 7x2 8x2 9x2
4 3 1x3 2x3 3x3 4x3 5x3 6x3 7x3 8x3 9x3
5 4 1x4 2x4 3x4 4x4 5x4 6x4 7x4 8x4 9x4
6 5 1x5 2x5 3x5 4x5 5x5 6x5 7x5 8x5 9x5
7 6 1x6 2x6 3x6 4x6 5x6 6x6 7x6 8x6 9x6
8 7 1x7 2x7 3x7 4x7 5x7 6x7 7x7 8x7 9x7
9 8 1x8 2x8 3x8 4x8 5x8 6x8 7x8 8x8 9x8
10 9 1x9 2x9 3x9 4x9 5x9 6x9 7x9 8x9 9x9
まず、Ａ列と 1 行目に、掛け算に必要な１～９までの数字を書いておこう。これも最初に１だけ入力し、右下の黒
四角をドラッグして「連続データ」にすれば、すぐに入力できる。
　次に、B2 セルで計算をしよう。このセルでは、B1 セルの値と A2 セルの値を書ければよいので、=B1*A2 とす
れば良さそうである。試しに、これで B2 セルの右下の黒四角をドラッグし、B10 セルまで持っていくことで、「１の
段」を計算してみよう。



























　まず、10個の乱数列を発生させよう。例えば A1 に=rand()と書き、それを A10 までコピーすると、10個の乱数
が発生する（F9 を押して、色々変えてみてください）。この 10個の数の平均値を求めてみる。
　セル A11 に平均値を出そう。やり方はわかりますね？オート SUMボタンの右側の三角をクリックし、平均値を
選ぶ。平均を取る範囲が A1～A10 になっていることを確認し、決定する。値は幾らになっただろうか？




　左端に 1 列挿入し、A1～A10 まで順に 1～10 の数字を入れていく。これは何回乱数を発生させたかの数に
なっている。次に平均値を C 列に書いていく。C1 セルは B1:B1 の平均、C2 セルは B1:B2 セルの平均、Cn セ
ルは B1:Bn セルの平均、とすると、乱数をふるごとに平均値がどう変化するかがわかるはずである。ここで、C1








ドラッグして 100 行目まで持っていく。これで、B100 セルの値は 100回目の乱数、C100 セルの値は 100回目ま
での平均値、ということになる。次にグラフを変更する。グラフの中を右クリックし、「元のデータ」を選ぼう。今まで
と同様にマウスで範囲を選択してもいいのだが、ここではもっと簡単に、「値」と「項目軸ラベルに使用」の中の
=Sheet1!$C$1:$C$10 の最後の「10」を「100」に変えよう。この意味は、「値」は、「このシートの C1 から C100 まで」









　(1)[0,6)区間で一様乱数を発生（0 以上 6 未満）→rand 関数
　(2)小数点以下を切り捨て、{0,1,2,3,4,5}をランダムに発生→int 関数
　(3)1足して、{1,2,3,4,5,6}にする
　これを実現するには、=int(rand()*6)+1 とすればよい。rand()*6 で、[0,1)区間の乱数が 6倍され、[0,6)区間の
一様乱数になる。次に int()を作用させることで、小数点以下を切り捨てる(int 関数は小数点以下を切り捨て、整
数に変換する関数）。最後に+1 することで、1～6 までの整数をランダムに発生させることができる。
　何度か F9 を押して、1～6 の目が出ることを確かめてみよう。
　また２でやったように、沢山のセルでサイコロの目を発生させ、同じくらいの確率で出ているかどうか、見てみよ
う。
　次回はヒストグラムを作り、サイコロの目それぞれが等確率で出ているか視覚的にチェックするところから始めま
す。
課題（再掲） それぞれ番号・名前を忘れずに
(1)１９ｘ１９の掛け算の表を作ってみよう。また列の幅も短くして、見やすくしよう（変えたい列を選び、右クリックで
「列の幅」を選ぶ）。 最後に印刷して提出すること。
(2)上で描いた 100回の乱数についてのグラフを印刷して提出すること。
